
　母がおっぱどう着でのり子ちゃんを

背負って、 燃えてる中もう、 爆弾落ち

る中逃げもて国道まで出たんですよ。

そこらじゅう火の海やったよって。 ほ

いて、 さぁ紀ノ川の方行こか、 お城の

方行こかて迷たんですよ。 でもみなが

行く方へやっぱり逃げるわね。その行っ

たところが経済センターのとこ。 今、

汀公園になってる、 あそこへみな逃げ

たんです。 防空頭巾被ってみな拝んで

ましたよ。 「南無妙法蓮華経南無妙法

蓮華経」 「南無阿弥陀仏南無阿弥陀仏」

てみな拝んでました。

　そこへ今度は竜巻がおきた。 あそこ

和歌山市の中谷久次さんのお宅にお邪魔しました。 中谷さんはご家族で海産

物商を営んでおられます。 みなさんお元気で和やかで素敵なご家族です。

中谷家のお仏壇の前にはいつお参りしても湯のみがあります。 それを不思議に

思ってたずねたことがありました。 それは戦争中に火傷を負って亡くなった久次

さんの妹、 のり子ちゃんへの思いだと教えてくださいました。

久次さんの味わい深い和歌山弁そのままにお届けします。

で竜巻におうて、 ほいで、 母もころこ

ろころころ飛ばされて、 その時に、 背

負うちゃあったのり子ちゃんも火傷し

てね。 ほいて私ら土管の中に逃げ込ん

だんやけど、 くるくるくるーって回さ

れて、 火傷して、 服らもうぶすぶすに

なったんですわ。 僕は小学校３年生か

４年生くらいで、 その時は竜巻ちゅう

ことは知らん。 なんちゅうか、くわーっ

て巻きもてこっちへ来るんですよ、

ぐーってよ。 そして竜巻が去ったらも

う死んだ人いっぱい。

　B２９もなにして夜が明けて来てした

ら、 みな呼び合いしてるんです、 名前

を。 「おかあちゃーんおかあちゃーん」

てみな呼び合いしてね。 ばらばらに

なってもてるんですよ。死んだ人もいっ

ぱいあるしね。

　アスファルトら熱て歩けやんのです

よ。 死んだ人の靴とらんことに、 自分

の靴なかったら歩かれへんくらいやか

らね。 そんなにして帰って来たら、 あ

かつき部隊ていうのが、 助けに来てく

れたんです。 あかつき部隊、 ２４部隊

ちゅうのが今の小松原のとこにあっ

て。 知らないですかね。

　そのあかつき部隊っちゅう兵隊さん

が、 鷺の森のとこに駐屯やってて、 ほ

いて今の商工会議所のとこへみな、 生

きてる人だけ担架で運んで机の上へ寝

かされたんですな。 ほいて 「水を飲む

なー」 と、 お医者というか白衣着たよ

うな人１人だけいてましたよ。 別に処

置てなんにもやってくれへんのやけど、

「水飲むなー水飲むなー」 火傷のとき

に水飲んだらいかんよって。 でも僕バ

ケツのべちゃげたようなもんへ水持っ

て来たんですよ。 泥水ですけども、ちょ

びっとだけ飲んだけども。 その時はそ

の、 のり子ちゃん、 おっぱしちゃあっ

たんかどうしちゃあったんか忘れたけ

ども、 もうその時亡くなってたんでしょ

うなぁ。

　のり子ちゃんきれいなお水飲みた

かったやろなぁって思いが今でもある

んで、 お仏壇に湯のみ置いてお供えし

てるんです。

　そこで何時間かいてて。 ほいで電車

道のとこ歩いて、 和歌山駅の田中口に

親戚の里があるんで、 そこまでいっぺ

行こかちゅうて。 ほいて、 今の保健所

のとこまで歩いていたんですけどね。

その時は電車はもう市電は燃えてるし

ね、 人はまだまぁ燻って両脇で燃えて

るし。 でまぁ親戚の家へ着いてのり子

ちゃん下ろしたら亡くなってて。 のり

子ちゃんね、 油がなにしてもうて、 焦

げ茶色みたいなもっと濃いの。 バナナ

の皮むけたみたいに、 べろんべろん

やったんよ、 足が。

　市役所いて聞いたら、 土葬してくれ

ちゅうて。 善称寺さんとこへ土葬した

気いすんねけども。

　親戚の家でちょっと間住んでたんで

すけども、 私も全身火傷でしょ。 こん

なとこでいてたらあかんよ、 病院へ行

かなちゅうて。 岸和田の向こうの蛸地

蔵ていう駅に寺田病院ってあるんです

よ。 そこで１部屋入れてもうたんやけ

どね。 軍人さんいっぱいなんです。 病

院に。 透明人間みたいに頭から包帯だ

らけの人からもう。

　火傷してもただ黄色のガーゼ貼るだ

け、 薬がないからね。 私は足に焼夷

弾の破片が当たって、 ぱっくり割れて

もたんですよ。 歩けやなんでね。 傷口

にね、 ガーゼ突っ込むんですよ。 ほい

て朝ね、 ガーゼ抜きにくるんですよ。

病院の人が。 肉へガーゼ付いてるんで

すよ。 バッて取ってもて、 ほてまた次

のガーゼ入れるんですよ。 １日１回で

ガーゼ乾いてまいますわね。 ただそれ

だけのことでね。

　夏ですよってね、 暑いんですよ。 ハ

エがいっぱい飛んでくるんでね、 その

ハエをこう、 あおいでやんとね、 追う

てやんとあかんのですよ。 傷が膿んで

くるでしょ。 ほいたら包帯の上へ膿が

いっぱい出てくるんです。 そこへね、

ハエたかるでしょう、 ほいたらウジ虫

わくんですよ。 なんせもう扇いでやん

ことには。

　ほて夜になったらね、 窓閉めやんこ

とにはね、 蚊が入ってくる。 父がね、

バケツへね、 葉っぱとか、 松の葉っぱ

とか病院へ持てきて、 バケツで炊くん

ですよ。 煙で燻すんですよ。 煙たいの

煙たないのてね。 ほて窓開けてね、

蚊を外へ出さんことにはね。 蚊で蚊で

寝られやんからね。 ほいて、 なにした

ら窓閉めよて。 窓閉めてね、 クーラー

らないですわね。 夜はもう扇いでね、

それでも寝やれたけどね。 それがもう

毎日やった。

　そんなにしてひと月ほど

入院して。 それから退院

してから、 だんだん空襲

なにしてくるから、 もうお

前ここにいてたらあかん、

ちゅうてね。 貝塚から水間鉄道で水間

の観音さんまで行くんですよ。 その１

個手前に三松てゆうとこあるんです。

そこに酒屋さんがあって中谷家から養

子にいってる人がおったんです。 大き

な酒屋さんでねぇ。 そらもう酒屋さん

てみな大きいですわね。 自分とこで酒

こしらえてるよってね。 そこへ疎開に

行けって行たんです。 祖母と私と２人

で。

　あの時分の空襲来てどんどんどんど

んしてる時でも、 酒屋さんやったら酒

あらね。 ほて肉炊いてすき焼き。 お客

さん来たら一杯飲んで、 わーってやる

んですよ。 そこのとこがねぇ、 新築の

新しい立派な家なんですよ。私らはね、

納屋、 納屋へ入れられたんですよ。 電

球１個ぽってある納屋へ入れられたん

ですよ。 そこで祖母と２人でいてたん

ですよ。

　ほいて朝起きても何にも用事ないし、

友達もないし。 １人表で座ったりして

たんですけども。 その時らでも食べる

もんたら、 ほんまに無かったですよ。

芋のツルの蒸したやつを食べたり。 そ

んなんがものすごくご馳走やってね、

私ら。

　ほたある日、 祖母が卵食べさしてく

れたんですよ。 そこの家はねぇ、 お金

持ってるし酒屋さんやからねぇ、 ニワ

トリ飼うてたんですよ。 そのニワトリが

ね、 朝になったら卵生むんですよ、 コ

ケコッコ、 コッコッコちゅうてね。 卵生

むんです。 その卵を私にやって、 食べ

さしてくれたんですよ、 １個だけ。 そ

いたらそこのお母さんちゅう人が来て

ね、 「今日は卵生んでない。 毎日卵生

むのに卵生んでない」 て言うてね。 も

う聞こえがしらにね。 障子てゆうても

こんな紙の障子だけなんですよ。 ゆう

んですよ。 「なんで卵生まんのな。 毎

日卵生むのに卵生まん」 ちゅうて。 祖

母はだまーって聞いてましたよ。 今で

も覚えてるんですよ。

　

　いつまでも卵の恨みを私持ってるん

ですよ。 どうしても、 卵の恨みがあっ

てね。 そこの家の人のゆうたん聞こえ

てるよってね、 卵の恨み持ってるんで

すよ。

　ほいて、 それからひと月いてたかな。

ちっと間したら戦争終わったでちゅて

もう帰ろかちゅうてね。 それでお世話

になったて帰った。

　それから、 何十年も経ってからです

わ。 その疎開先のお嫁さんがうちへ来

たんですよ。ある日、宝石かなんか持っ

て私とこへね。 扱こうてるんで買うて

くれんかてゆうて来た。 挨拶しなて言

われたけど、 私行かんちゅうて。 卵の

恨みあるよってね。 絶対行かんてね。

空襲の記憶

和歌山城近くのみぎわ公園にある供養塔。

この場所で竜巻がありました。
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